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。



衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
検
体
用
日
本
人
遺
骨
焼
失
事
件
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
こ
の
よ
う
な
遅
い
時
期
に
遺
骨
の
収
集
を
行
っ
た
」
及
び
「
今
回
の
調
査
」
と
は
、
厚
生
労
働
省
が
平
成
二

十
八
年
十
月
十
一
日
か
ら
同
月
二
十
五
日
ま
で
の
日
程
で
、
ロ
シ
ア
連
邦
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
に
お
い
て
実
施
し
た
遺
骨
収

集
（
以
下
「
本
件
遺
骨
収
集
」
と
い
う
。
）
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

本
件
遺
骨
収
集
を
実
施
し
た
埋
葬
地
に
お
い
て
は
、
同
年
七
月
に
も
遺
骨
収
集
を
実
施
し
た
が
、
終
了
に
は
至
ら
な
か
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
当
該
埋
葬
地
に
お
け
る
遺
骨
収
集
を
終
了
さ
せ
、
当
該
埋
葬
地
の
戦
没
者
の
遺
骨
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
早
期
に
開
始
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
年
十
月
に
本
件
遺
骨
収
集
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
件
遺
骨
収
集
で
は
、
同
省
職
員
を
二
人
派
遣
し
、
一
人
は
派
遣
団
長
と
し
て
現
地
の
作
業
全
般
を
統
括
す
る
業
務
に
従

事
し
、
も
う
一
人
は
派
遣
団
長
を
補
助
す
る
業
務
に
従
事
し
た
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
ロ
シ
ア
語
が
き
ち
ん
と
話
せ
る
人
」

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
日
本
か
ら
は
、
同
省
職
員
の
ほ
か
、
ロ
シ
ア
語
通
訳
一
人
を
派
遣

団
に
同
行
さ
せ
、
通
訳
業
務
に
従
事
さ
せ
た
。
な
お
、
「
現
地
で
参
加
」
及
び
「
補
助
員
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
「
現
地
で
参
加
し
た
領
事
館
員
や
補
助
員
は
何
人
い
た
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え

一



す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
ア
ル
バ
イ
ト
的
な
作
業
員
以
外
に
ロ
シ
ア
側
専
門
家
は
い
た
の
か
」
及
び
「
傭
員
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
厚
生
労
働
省
は
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
市
か
ら
紹
介
さ
れ
た
現
地
企
業

（
以
下
「
手
配
業
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
本
件
遺
骨
収
集
に
お
け
る
作
業
員
、
機
材
等
の
手
配
を
依
頼
し
て
お
り
、

当
該
手
配
業
者
が
作
業
監
督
者
一
人
、
作
業
員
十
人
、
警
備
員
一
人
及
び
作
業
用
バ
ス
運
転
手
一
人
の
合
計
十
三
人
の
ロ
シ

ア
人
を
雇
い
上
げ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
な
お
、
遺
骨
の
鑑
定
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
職
員
一
人
を
含
む
ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
地
方
政
府
の
職
員
二
人
が
、
派
遣
団
に
同
行
し
た
。

お
尋
ね
の
「
契
約
書
」
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
会
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
三
十
五
号
）
第
二
十
九
条
の
八
第
一
項
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
契
約
担
当
官
等
が
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
契
約
書
に
つ
い
て
は
、
契
約
金
額
が
二
百
万
円
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
同
項
た
だ
し
書
及
び
予
算
決
算
及
び
会
計

令
（
昭
和
二
十
二
年
勅
令
第
百
六
十
五
号
）
第
百
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
作
成
を
省
略
し
た
。

四
に
つ
い
て

二



お
尋
ね
の
「
傭
員
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
件
遺
骨
収
集
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省

は
、
手
配
業
者
に
対
し
て
作
業
員
監
督
者
一
日
当
た
り
二
千
七
百
六
十
三
ル
ー
ブ
ル
、
作
業
員
一
人
一
日
当
た
り
二
千
四
百

五
十
六
ル
ー
ブ
ル
及
び
警
備
員
一
日
当
た
り
三
千
六
百
八
十
四
ル
ー
ブ
ル
の
雇
上
料
並
び
に
作
業
用
バ
ス
運
転
手
に
つ
い
て

は
作
業
用
バ
ス
借
上
料
と
し
て
一
日
当
た
り
三
千
七
十
ル
ー
ブ
ル
を
支
払
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
お
尋
ね

の
「
待
遇
に
関
す
る
不
満
や
ト
ラ
ブ
ル
」
が
あ
っ
た
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
遺
骨
収
集
・
調
査
派
遣
に
要
し
た
費
用
」
の
具
体
的
な
範
囲
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
旧
ソ
連
か
ら
の
遺
骨
収
集
に
要
し
た
費
用
」
の
具
体
的
な
範
囲
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
二

十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
の
一
般
会
計
予
算
の
（
組
織
）
厚
生
労
働
本
省
（
項
）
戦
没
者
慰
霊
事
業
費
の
う
ち
、

旧
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
（
以
下
「
旧
ソ
連
邦
」
と
い
う
。
）
の
地
域
に
お
け
る
遺
骨
収
集
に
関
す
る
予
算
の

総
額
は
、
一
億
九
千
六
十
一
万
七
千
円
で
あ
る
。
ま
た
、
同
期
間
に
収
容
し
本
邦
へ
送
還
し
た
遺
骨
の
総
数
は
八
百
八
柱
で

三



あ
り
、
当
該
予
算
の
総
額
を
基
に
計
算
す
れ
ば
、
当
該
遺
骨
一
柱
当
た
り
の
当
該
予
算
の
金
額
は
約
二
十
三
万
六
千
円
で
あ

る
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
い
ま
ま
で
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
し
た
旧
ソ
連
か
ら
の
遺
骨
」
及
び
「
実
際
に
遺
族
が
見
つ
か
っ
た
」
が
何
を
意
味

す
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
旧
ソ
連
邦
の
地
域

で
収
容
さ
れ
た
戦
没
者
の
遺
骨
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
情
報
の
抽
出
を
行
い
、
当
該
戦
没
者
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
遺
族
に
呼
び
掛

け
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
実
施
し
た
結
果
、
平
成
二
十
八
年
十
月
末
現
在
、
八
百
八
十
一
柱
の
身
元
を
特
定
し
、
遺
族
の
も
と
へ

返
還
し
た
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
現
在
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
要
す
る
費
用
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
戦
没
者
の
遺

骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
現
在
、
一
柱
の
遺
骨
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
情
報
を
抽
出
す
る
費
用
は
五
万
円
、
一

人
の
遺
族
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
情
報
を
抽
出
す
る
費
用
は
三
万
円
で
あ
る
。

九
に
つ
い
て

四



平
成
二
十
八
年
四
月
か
ら
、
個
体
性
の
あ
る
戦
没
者
の
遺
骨
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
情
報
を
抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
は
、
そ

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
情
報
を
全
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
同
年
十
月
末
現
在
で
、
旧
ソ
連
邦
の
地
域
で
収
容

さ
れ
た
遺
骨
に
つ
い
て
は
、
二
千
四
百
二
十
一
件
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
情
報
が
、
当
該
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

十
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
長
年
収
容
さ
れ
ず
に
戦
地
に
置
か
れ
た
遺
骨
を
早
期
か
つ
丁
重
に
慰
霊
す
べ
き
と
の
要
請
に
応
え
る
等

の
理
由
か
ら
、
収
容
し
た
遺
骨
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
体
を
保
存
し
た
上
で
現
地
で
焼
骨
し
、
本
邦
に
送
還
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
御
指
摘
の
「
遺
骨
を
現
地
で
焼
却
せ
ず
に
帰
国
さ
せ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る
遺
族
の
意
見
等
も
踏

ま
え
た
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

十
一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
一
柱
で
も
多
く
の
戦
没
者
の
遺
骨
を
早
期
に
収
容
又
は
本
邦
に
送
還
し
、
戦
没
者
の
遺
族
に
引
き
渡
す

た
め
、
国
の
責
務
と
し
て
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
遺
骨
を
焼
却
せ
ず
に
、
現
地
の
墓
地

を
整
備
し
て
そ
の
ま
ま
埋
葬
し
、
遺
骨
の
一
部
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
用
の
検
体
の
み
を
持
ち
帰
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

五



十
二
に
つ
い
て

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
に
つ
い
て
は
、
遺
族
か
ら
遺
骨
の
返
還
に
つ
い
て
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
平
成
六
年
以
降
、

政
府
と
し
て
、
同
国
で
の
遺
骨
収
集
の
実
施
申
入
れ
を
累
次
行
っ
て
い
る
が
、
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
二
号
。
以
下
「
遺
骨
収
集
推
進
法
」
と
い
う
。
）
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十

八
年
八
月
、
厚
生
労
働
省
か
ら
駐
日
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
大
使
に
対
し
て
、
遺
骨
収
集
推
進
法
の
趣
旨
を
説
明
し
、
改

め
て
申
入
れ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
に
お
い
て
は
、
平
成
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
に
、
遺
骨
収
集
を
八
回
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

十
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
確
認
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
に
お
い
て
は
、
旧
ソ
連
邦
政
府
等
か

ら
提
出
さ
れ
た
資
料
を
基
に
、
平
成
三
年
度
以
降
、
旧
ソ
連
邦
の
地
域
に
お
い
て
埋
葬
地
調
査
を
実
施
し
て
き
て
お
り
、
平

成
二
十
八
年
十
月
末
現
在
で
こ
れ
ま
で
に
六
百
五
十
七
か
所
の
埋
葬
地
を
把
握
し
て
い
る
。

十
四
に
つ
い
て

六



お
尋
ね
の
「
判
明
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
旧
ソ
連
地
域
に
お
け
る
海
外

未
送
還
遺
骨
情
報
収
集
事
業
及
び
埋
葬
地
現
況
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
に
か

け
て
、
旧
ソ
連
邦
政
府
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料
等
に
基
づ
き
現
地
調
査
を
行
い
、
四
十
四
か
所
の
埋
葬
地
の
場
所
を
特
定

し
た
。
当
該
調
査
で
は
、
埋
葬
地
の
場
所
を
特
定
す
る
資
料
や
証
言
が
な
い
埋
葬
地
に
つ
い
て
、
情
報
を
収
集
し
、
埋
葬
地

の
場
所
の
捜
索
を
行
っ
て
お
り
、
要
し
た
費
用
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
三
年
間
の
総
額
で
約

一
億
二
千
六
百
八
十
一
万
円
で
あ
る
。

十
五
に
つ
い
て

旧
ソ
連
邦
の
地
域
に
お
け
る
遺
骨
収
集
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
は
、
遺
骨
収
集
推
進
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
策
定
し
た
「
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」
（
平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日
閣
議
決
定
。
以

下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
抑
留
中
死
亡
者
の
埋
葬
地
等
に
つ
い
て
、
資
料
調
査
や
民
間
団
体
等
と
の
連
携

に
よ
り
有
力
な
証
言
を
得
る
な
ど
確
度
の
高
い
遺
骨
に
関
す
る
情
報
を
得
た
上
で
、関
係
行
政
機
関
間
の
連
携
協
力
を
図
り
、

現
地
調
査
を
実
施
し
、
入
手
し
た
情
報
に
基
づ
い
て
遺
骨
収
集
を
推
進
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
お
尋
ね
の
「
今
後
収
集
可

能
な
遺
骨
は
、
お
お
よ
そ
何
柱
か
」
、
「
そ
れ
ら
の
収
集
・
鑑
定
の
た
め
に
要
す
る
費
用
は
全
部
で
い
く
ら
く
ら
い
と
推
定

七



す
る
か
」
及
び
「
収
集
可
能
な
全
遺
骨
を
収
集
す
る
の
に
あ
と
何
年
か
か
る
と
推
測
す
る
か
」
に
つ
い
て
は
、
確
度
の
高
い

抑
留
中
死
亡
者
の
遺
骨
に
関
す
る
情
報
を
入
手
で
き
る
か
否
か
等
に
よ
る
た
め
、
具
体
的
に
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
政
府
と
し
て
は
一
柱
で
も
多
く
の
戦
没
者
の
遺
骨
を
早
期
に
収
容
又
は
本
邦
に
送
還
し
、
遺
族
に
引
き
渡
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
遺
骨
収
集
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

十
六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
今
回
の
遺
骨
消
失
に
係
る
不
祥
事
で
失
わ
れ
た
損
害
額
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
関
係
者
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
事
実
関
係
の
調
査

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
責
任
の
所
在
を
明
確
化
し
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

十
七
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
捕
虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
て
い
た
者
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社

会
主
義
共
和
国
連
邦
政
府
と
の
間
の
協
定
（
平
成
三
年
外
務
省
告
示
第
三
百
十
一
号
）
に
基
づ
き
、
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
に
対

し
て
日
本
人
の
抑
留
中
死
亡
者
の
名
簿
及
び
埋
葬
地
に
関
す
る
資
料
の
提
出
並
び
に
死
亡
者
の
遺
骨
の
引
渡
し
等
に
係
る
協

力
を
求
め
る
な
ど
、
引
き
続
き
着
実
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

八



十
八
及
び
十
九
に
つ
い
て

戦
没
者
の
遺
骨
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
第
百
四

号
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
省
が
所
掌
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
遺
骨
収
集
推
進
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
及
び
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
関
係
国
政
府
等
と
の
協
議
に
つ
い
て
の
外
務
省
の
協
力
や
、

東
京
都
小
笠
原
村
硫
黄
島
に
お
け
る
遺
骨
収
集
に
係
る
輸
送
そ
の
他
必
要
な
支
援
等
に
つ
い
て
自
衛
隊
の
協
力
を
得
る
な
ど
、

厚
生
労
働
省
が
外
務
省
、
防
衛
省
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
に
必
要
な
協
力
を
求
め
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て

は
、
引
き
続
き
厚
生
労
働
省
設
置
法
及
び
遺
骨
収
集
推
進
法
並
び
に
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

九


